
三菱総研グループ ビジネスパートナーサステナビリティ推進ガイドライン 

当社グループは、サステナビリティ基本方針として、 「 『100 億人・100 歳時代』の豊かで持
続可能な社会と当社グループの持続的な成長をともに実現する」ことを掲げています。 
この実現に向けて、当社グループとビジネスパートナーの皆さまとで連携して取り組むため
に、 「三菱総研グループ ビジネスパートナーサステナビリティ推進ガイドライン」を制定し
ております。 
ビジネスパートナーの皆さまには、本ガイドラインをお読みいただき積極的な推進 ・実践に
向けて、ご理解またご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 
 

１．人権・労働環境への配慮  

ビジネスパートナーの皆さまには、事業活動を行う国・地域の法令等を遵守のうえ、基本的
な人権を尊重し、安全で快適な作業環境を提供するようお願いいたします。  
 企業活動に関わるあらゆる人々に対して、人種、肌の色、年齢、性別、性的指向、出身

地、国籍、民族、信条、思想、宗教、心身の障がい、病気等いかなる事由に基づく差別
やハラスメントも行わないこと 

 健康経営施策を実施し、従業員に対して心身ともに安全で衛生的かつ健康的な労働環
境を提供すること  

 事業活動を行う国・地域の法令等を遵守の上、労働時間や賃金等の適切な管理を行い 、
少なくとも法定最低賃金を支払い、さらに生活賃金以上の支払いにも努めること  

 同一労働同一賃金の原則を遵守すること  
 従業員の表現の自由を尊重し保護すること 
 結社の自由と団体交渉に関する従業員の基本的人権を尊重すること 
 強制労働・児童労働を禁止すること 
 

2．環境への配慮 

ビジネスパートナーの皆さまには、法令にしたがって、環境に与える負荷を最低限に抑える
活動に取り組み、運用・改善に努めていただくようお願いいたします。 
 エネルギー効率改善に努め、エネルギー消費量 ・温室効果ガス排出量の継続的削減に取

り組むこと 
 廃水を適切に処理･管理し、節水・再利用化に努めること 
 排気を適切に処理･管理し、有害物質の大気への排出削減に努めること 
 必要とされるすべての環境許可・承認・登録等を行い、適時適切に報告を行うこと 



 人体や環境に対して危険をもたらす化学物質およびその他の物質は、特定、表示および
管理を行うとともに、安全な取り扱い、移動、保存、仕様、リサイクルまたは再利用、
および廃棄が確実に実施されるよう管理すること 

 廃棄物（有害物以外）を特定し適切に管理するとともに、削減 ・再利用 ・再資源化の推
進に努めること 

 

3．企業倫理 

ビジネスパートナーの皆さまには、コンプライアンスの徹底と企業倫理の遵守をお願いい
たします。  
 法令にしたがって適時適切また正確な情報の提供・開示を行い、社会に対する説明責任

を果たすこと 
 知的財産を尊重また保護し、知的財産権が守られた商取引を行うこと。 
 個人情報 ・秘密情報等のあらゆる情報資産を取り扱う際には、法令にしたがって適切に

管理・運用すること 
 贈収賄を含む一切の不正腐敗行為および反社会的勢力との関係を禁じ、企業としての

透明性を確保すること 
 利用者の匿名性・保護を確保した内部通報･相談の仕組みを構築し、不正腐敗の早期発

見・是正に努めること 
 

4．マネジメントシステム 

ビジネスパートナーの皆さまには、本ガイドラインを遵守 ・実現するための仕組みの構築や
運用・改善を心がけていただくようお願いいたします。 
また、貴社のビジネスパートナーに対しても、同様に本ガイドラインをお伝えいただきます
ようお願いいたします。 

以上 
 
▼三菱総合研究所 調達方針は以下 URL からご覧いただけます。 
三菱総合研究所＞サステナビリティ＞ESG に対する取組＞社会＞調達方針 
https://www.mri.co.jp/sustainability/social/procurement.html 

https://www.mri.co.jp/sustainability/social/procurement.html

